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1．前年度までの課題と今年度の目標

	 前年度の課題の中で今年度に解決が求められるも

のについて大きく 2点である。

① 地域への貢献

② 大学との連携強化

この 2点を踏まえて、研究部では以下の達成目標を

年度当初に全教員と課題の共有を行った。

【本年度の達成目標】

1）教科

「知識及び技能」「思考力、判断力、表現力等」

「学びに向かう力、人間性等/主体性」

＊中高での関連性が明示された授業実践

→中高教科会を実施し、目標設定を行う

2）地域連携

推進日に大阪府下の教員と共に学び合う研修を

立案。強化

→校内研修に大阪府下の中高に呼びかけを行い

ともに研修の機会を設ける（推進③）

3）大教大との連携

教育研究会指導助言講師及び講演講師につい

て、教育研究会テーマ、教科テーマに従い大学

へ依頼→（推進⑤　教育研究会）新規

4）教育研究会

① 1）	に基づいた授業実践を行い、中・高での

発達段階における指導のあり方を明確に

提示

②テーマに関する発表を今年度のローテーショ

ンに従い中・高で発表

③事前に決められたローテーション以外の教科

も希望教科は発表可

④自由研究などの指導に関する研究発表も継続

して実施

⑤当日の授業発表以外に、教員によるポスター

発表 新規

　→（推進⑤　教育研究会）

5）集録

研究部として上記の目標を中心とした研究成果

と教育研究会実施報告を集録にまとめる。

原稿は原稿要領に従い、A4 サイズ、2段組とす

る。教育研究会実施報告は中高の実施報告書と

する。

6）近附連・全附連関係

	 　全附連　会場校：神戸大学附属高等学校　10/10㈮

　　　　　　生指、あり方、保体、理科、家庭

	 　近附連　京都教育大学附属京都小中学校　8/1㈮

	 　　　　（義務教育学校、高校、特別支援）

	 　　　　　社会、人権

2．今年度の研究

　　第 72 回（令和 7年度）学び合う生徒と教師

　　　〜自走する生徒の育成を目指して〜 

　　　　ホンモノ体験×認知科学

2-1．研究テーマの背景

	 令和 4 年度から 6 年度の 3 年間は「コンピテン

シーを軸に」という大きなテーマの柱を置き実施し

てきた。今年は、その 3年間を振り返り、本校の課

題や現在各教員・教科が行ってきている文言を推進

日にアンケートを取り、全教員が共通して意識して

いる文言をテーマに盛り込んだ。そのため、テーマ

には複数の要素が包含されており、横断的研究が求

められるものとなったが、3 年間で行ってきた内容

と教科横断授業の経験を認知科学という新たな分野

に落とし込み、教員も学びながら研究を進めていく

ことを決定した。「学び合う生徒と教師」には、生

徒同士が学び合い、また授業の中で、生徒と教師が

学びを深めることを目指すものである。「自走する」

生徒を育成することは従来からの目標であり、教員

が全て教えることよりも自らが課題を見つけて深く

学ぶ過程の中で楽しみを見つけてほしいという願い

も含まれている。また、副題として「ホンモノ体験」

は創立当初より複数教科で学校文化として定着して

いたものを敢えてキーワード化し、どの教科でも

学び合う生徒と教師〜自走する生徒の育成を目指して〜
ホンモノ体験×認知科学
～令和７年度のあゆみ～

附属天王寺中学校・高等学校研究部
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「ホンモノ体験」を生徒が体感できるような仕掛け

を作ることとした。そのような中で教師自身が「認

知科学」という新たな分野を学びながら日々の授業

を学問的にとらえ、分析できる能力の獲得を目指し

た。先述したように、大変欲張りなテーマであるが、

数年間かけてこのテーマで研究を進めていきたい。

教師自身が授業立案が楽しく、周りの教員と協同し

ながら働ける環境を研究という中心軸を置きながら

過ごすことを目標とした。

2-2．教育研究会実施

日程：11/8（土）

公開授業：	国語（中高）、社会（中）地歴・公民（高）、

数学（中高）、理科（中高）、音楽（中高）、

美術（中）、技術・家庭科（中）、英語（中

高）、道徳（中）、自由研究（中）

講演講師：	神　孝幸　先生

	 	 （文部科学省　国立教育政策研究所　教

育課程研究センター　研究開発部　学力

調査官（併任）教育課程調査官）

講演テーマ：「非認知能力の視点をデザインした授

業改善～探究を通した深い学びへの試行

錯誤～」

2-3．新たな試み

1．	教育研究会の案内チラシを例年 2回郵送してい

たが、1 回に減らした。その 1 回目のチラシの

送付を夏休み終わりごろに各学校に到着するよ

うに設定し、2 回目の案内はICTを活用した。2

回目の案内に関してはICTということもあり、

担当者が 9月末を締切とし、その後そのファイ

ルを凍結し、校外の方にそのリンクを送り、閲

覧できるように設定した。

2.	 教員のポスター発表の実施

	 	 例年の発表ローテーションもあり、うまく自分

の研究が発表できない年がある。そのため、生

徒たちに自由研究や課題研究で指導しているポ

スター発表を教員が作成し実施した。

3.	 大阪教育大学教員による指導助言

	 	 当日の指導をいただいた。教科によっては通常

からご指導をいただいている教科もあるが、今

後は年間を通じて大学教員が中高現場で指導い

ただけるかを模索していく。

2-4．研究推進日

・	学期に一度の小中高研究部会を持つ

	 →小中高研究主任で打ち合わせ

・	推進日は年間行事予定に掲載し、年間の予定とし

て教員の研修時間を計画的に確保する（表１）

・	研修（ワークショップ）に関して本校の教員に必

要な研修や課題解決のための研修を研究部が検討

し実施する

・	中学校自由研究の取り組みと高等学校課題研究の

取り組みにおける繋がりを構築するための情報共

有を行う

表 1　推進日の日程と内容

	 推進日の日程の決定は前年度の行事予定決定時に

行う。学期に 1度の小中高研究部会日程については

研究部長 3名で相談し決定し、内容に関しては主担

校種の研究部長がその年の研究主題に合わせて決定

し連絡を行う。縦の繋がり、横の繋がりを意識した

ものである。

	 特に今年度は、大学との繋がり、また研究の分析

手法、それぞれの研究を有意義にするための研修の

立案を行った。それにより、研究主題の一部である

「学び合う生徒と教師」の教師の学ぶ姿勢を生徒に

も見せながら学んだことを生徒に還元できる仕組み

の確立を目指したものである。

推進日 日付 内容

推①
4/25

（金）

年度方針の発表

中高教員交流会

推②
6/05

（木）

小中高研究部会①　高校主担

指導者：今澤宏太

「教育データの分析について」

推③
7/18

（金）

講演　今井むつみ

「学力喪失」

＊附属天王寺小学校 / 大阪府市

　町村

推④
9/24

（水）
教育研究会中間発表

推⑤
11/08

（土）
教育研究会

推⑥
12/09

（火）

小中高研究部会②　中学主担

「ホンモノ体験実践」

推⑦
2/25

（水）
小中高研究部会③　小学校主担

推⑧
3/19

（木）
年度総括と次年度に向けて
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推進日①

実施日：4月 25 日（金）　場所：小講堂

実施内容：

1．今年度研究主題

2．教育研究会

3．交流会

	 前年度までの研究主題の流れを確認し、研究部が

立案した今後 3年間を見通した研究主題（案）を説

明した。

1.	 その中で前年度に実施した「R6 年度気づき （1

枚ポートフォリオより）」（表 2）の振り返りを

行った。これは、令和 6年度実施した推進日で

の学びを一枚のポートフォリオに教員の学びを

記入して年間を振り返るものである。

2.	 今年度教育研究会の教科割り振りの確認と今年

度発表教科ではないが、発表希望の教科の締め

切り日の確認を行った。新規事業に関しては、

全員に明確に伝わるように説明を丁寧に行っ

た。

3.	 交流会

	 中高教員が合同チームを作り以下のテーマに沿っ

て交流会を行った。

1．自己紹介

2．教科独特の一番大事にしていることは？

3．あなたにとって「ホンモノ体験」とは？

4．附属天王寺で「自走する生徒」ってどんな生徒？

	 上記 4点であったがグループごとに盛り上がりよ

り良い交流会となった。このグループでの繋がりが

日常の教科の枠を超えた交流に繋がることを研究部

は目指して運営を進めていく。特に、各教科で「ホ

ンモノ体験」を行っている教科は多く、今後の推進

で各教科が行っている教材を教員が体験することへ

のアイディアに繋がった。

　また、認知科学の学びを今年度よりスタートする

ために「自走させる工夫・取り組み」について日々

の授業の試行錯誤している事柄を共有した。

　この交流会を通して、校種を超え、教科を超えた

人と人の繋がりで 1年間をスタートできた。中高と

もに対話・議論を大切にしている学校である。生徒

にそれを伝えているとともに、教師も働き方改革の

一つとして会議を減らすことが挙げられるが、対話

で行うことの意義の深さを体験する場面となった。

表 2　令和 6年度　振り返り

推進日②

実施日：6月 5日（金）　場所：小講堂

実施内容：

講師：今澤宏太（本校中学校教諭）

内容：教育データの分析 

目的：	3 つの分析方法（本統計量、対応のあるt検

定、カイ 2 乗検定）について学ぶ。3 つの教

育データの分析が必要なケースの実践を交え

ながら、データ分析について学び、今後の研

究のヒントとする。
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推進日③

実施日：7月 18 日（金）　場所：みらい教育共創館

講演者：今井　むつみ氏

略　歴：

一般社団法人今井むつみ教育研究所所長

慶應義塾大学名誉教授

文部科学省中央教育審議会専門委員(2025年1月)

日本認知科学会フェロー

専門分野：

	 認知科学、特に認知言語発達科学、言語心理学

著　書：

『学力喪失―認知科学による回復への道筋』

『算数文章題ができない子どもたち　ことば・思

考の力と学力不振』(共著)

『言語の本質』(共著)

『ことばと思考』

『学びとは何か―〈探究人〉になるために』

『親子で育てることば力と思考力』

『「何回説明しても伝わらない」はなぜ起こるの

か？認知科学が教えるコミュニケーションの本

質と解決策』

『英語独習法』　　　　　　　　　　　　ほか多数

〇　講演の導入：講演の前提　　　　　　　　　　

　学びは「教え込み」ではなく「自走」

　今井先生は、人間が本来「自ら学んでいく力」

を備えているという見方を出発点に、教育者がで

きるのは知識を一方的に“移す”ことではなく、

学びが起こる条件を整えて「助けること」だと述

べた。学びとは、外から情報を注ぎ込む作業では

なく、学び手が自分の経験や既有知識を使って理

解を組み立て直す営みである。したがって、教師

の役割は説明の量を増やすことではなく、学び手

が自分で考え、試し、修正できるような環境や課

題を設計することにある。

1．「スキーマ」による情報の解釈　　　　　　　　

　理解は“受け取り”ではなく“再構成”

　人間は、日々の経験をそのまま蓄積するのでは

なく、ばらばらの出来事を抽象化し、共通点を見

出してつなぎ合わせることで、暗黙の知識の枠組

みである「スキーマ」を形成していく。私たちは

外部の情報をそのまま脳に取り込むことはできな

い。既に自分が持っているスキーマに照らし合わ

せて、重要だと思う情報を選び取り、足りない部

分（行間）を補いながら、ようやく意味のあるも

のとして解釈している。このため、説明が丁寧で

あるかどうかよりも、「聞き手のスキーマと合っ

ているか」が理解の成否を左右する。スキーマが

相手とずれていると、言葉は聞こえていても内容

は素通りし、理解に至りにくい。これは学習場面

に限らず、日常のコミュニケーションや外国語学

習で「言っていることは分かるはずなのに腑に落

ちない」と感じる根本要因にもなる。

　教育の場面では、説明の前に既有知識を呼び起

こしたり、具体的な例・体験を共有してスキーマ

を揃えたりすることが重要になる。つまり、理解

を生む鍵は「情報の追加」ではなく、「解釈の枠

組み（スキーマ）の調整」にある。

【具体例（授業・日常）】

例：	同じ“割合”の説明でも、買い物・値引きの

経験がある生徒は理解が速いが、経験が乏し

い生徒は言葉だけでは定着しにくい、など。

【典型的な誤解】

「説明が足りないから分からない」と考えて説明

を増やしても、スキーマが合っていない場合は改

善しにくい、など。

【支援の手立て（足場）】

　・最初に身近な状況を提示する

　・既知→未知の順で例を並べる

　・“同じ／違う”を言語化させる、など。

2．人間特有の思考スタイル「アブダクション推論」

　仮説で世界をつなぐ

　今井先生は、人間が演繹（えんえき）的な論理

推論は得意ではない一方で、「アブダクション推

論」という強力な思考の形式を持つことを指摘し

た。アブダクションとは、限られた観察事実から

「こういう仕組みがあるのではないか」と仮説を

立て、目に見えないメカニズムを推測する推論で

ある。

　この推論の特徴は、少ない事例から意味のある

説明を組み立てたり、一見無関係な知識同士を結

びつけたりできる点にある。演繹は、前提が正し

ければ結論が必ず導かれるが、前提以上の新しい

知識は生み出しにくい。対してアブダクション

は、仮説という“跳躍”を含むため、知識の拡張

や概念の創造につながりやすい。人間が新しい発

想を得たり、未知の現象を理解したりできる背景

には、このアブダクションの働きがある。

　学びの現場でも、答えや公式を先に与えるよ

り、「なぜそうなるのだろう」「どう説明できるだ

ろう」と仮説を立てさせることで、思考が起動す

る。仮説は間違っていてもよく、検証と修正を通
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して理解が深まること自体が学びの中心になる。

【具体例（授業・探究）】

例：	実験結果の少数データから「原因は何か」を

考え、説明モデルを作る、など。

【典型的な誤解】

「当てること」が目的になり、外れた仮説を失敗

と捉えて思考が止まる、など。

【支援の手立て（足場）】

　・仮説を複数立てさせる

　・「根拠は何？」をセットで問う

　・検証方法を一緒に設計する、など。

3．「記号接地(シンボル・グラウンディング)」と本物体験

　記号は経験につながって初めて生きる

　知識が「生きている」状態になるためには、言

葉や数式などの記号が、身体的・感覚的な経験と

結びつく「記号接地（シンボル・グラウンディン

グ）」が不可欠である。記号は、記号同士の関係

として操作できてしまうが、それだけでは“意

味”が伴わない。意味は、経験や行為に支えられ

て初めて立ち上がる。

　この点で、生成AIは記号から記号へと連鎖を生

成しているだけで、実感を伴う意味を持たない、

と今井先生は述べる。人間でも、意味を理解せず

手続きだけを覚えてしまうと、状況に応じて記号

を運用できず、もっともらしい誤り（ハルシネー

ションのような誤答）を起こすことがある。つま

り問題はAIだけでなく、人間の学習も「記号が経

験に接地しているかどうか」によって質が大きく

変わる。

　だからこそ、文字通り「身体を地面につけて経

験する」ことが重要になる。操作、実験、観察、

作図、計測、制作など、身体を介した活動は、記

号を意味あるものにする土台となり、理解を安定

させる。

【具体例（数学・外国語）】

例：	面積公式を暗記するだけでなく、実際に切り

貼りして面積が保存される経験を持つと、応

用問題で崩れにくい、など。

【典型的な誤解】

「解ける＝理解している」と見なし、手続きが回

る状態を理解と誤認する、など。

【支援の手立て（足場）】

　・具体物→図→式の順で往復させる

　・言葉で説明させる（経験に接地させる）

　・“なぜその操作をするのか”を問い返す、など。

4.「自走できる学び手」を育てる支援　　　　　　

　ブートストラッピング・サイクルと足場かけ

　学びとは、学び手が自分で推論し、パターンを

見出し、誤りを修正しながら、知識体系を更新し

ていく過程である。今井先生はこれを「ブートス

トラッピング・サイクル」として捉え、学びは常

に試行錯誤と自己更新の循環によって進むと述べ

た。

　この見方に立てば、知識を直接「移植」するこ

とは不可能である。教育者ができるのは、学び手

が自力で登っていけるように、必要なときにだけ

支えとなる「足場（スキャフォールディング）」

を組むことだ。足場は、答えを与えることではな

く、考えるための手がかりや、取り組みやすい順

序、見通しを提供することである。また、わかり

やすく教えすぎると、探究の余地が消え、学びが

受動的になる。あえて「わからない」状態を経験

させ、もがきながら自分で発見した知識のほうが

定着しやすい。重要なのは、放任ではなく「適切

な難しさ」を設計し、必要なタイミングで最小限

の支援を差し出すことである。

【具体例（授業設計）】

例：	最初はヒントカードを多めに用意し、途中か

ら減らして自力で説明させる、など。

【典型的な誤解】

“わからない”を放置して不安だけが増え、学び

の循環が止まる、など。

【支援の手立て（足場）】

　・小さな成功体験の階段を作る

　・誤りを共有し、修正の方法を扱う

　・	問いの焦点を絞る(「何を比べる？」など)など。

〇　結　論　　　　　　　　　　　　　　　　　　

学びは「学び方を学ぶ」ことであり、思考の筋肉

を育てること

　真の学びとは、情報の量を増やすことではな

く、理解の枠組みを更新し続ける力を育てること

である。スキーマを整え、アブダクションで仮説

を立て、経験に接地した意味を作り、誤りを修正

しながら循環を回す。この過程そのものが「学び

方を学ぶ」ことであり、思考の筋肉を鍛える営み

である。

　生成AIのような便利な道具は、探索や整理の補

助にはなるが、答えを受け取るだけでは思考の筋

肉は育ちにくい。学び手が自分の力で登っていく

プロセスを支えることが、教育の核心になる。
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＝理解を深める比喩：学びを「登山」にたとえる＝

　今井先生の講演に基づけば、学びは登山にたと

えられる。教師が子どもを背負って山頂に運ぶ

（知識を移植する）ことはできない。教師ができ

るのは、子どもが自分の足で登れるように、岩場

に梯子をかけたり、足場を組んだりすること（足

場かけ）だけである。子どもは自分の筋肉を使

い、ときに道に迷いながら、仮説と修正を繰り返

して登る。そのプロセスを経て初めて、山頂の景

色（生きた知識）に到達できる。

推進日④

実施日：9月 24 日（水）　場所：小講堂

	 ＊発表 10 分＋質疑応答 5分

	 ＊数学・美術・技術・道徳・自由研究に関しては

　　発表 5分＋質疑応答 5分

発表 +質疑応答 教科

14:05-14:20 国語

14:20-14:35 社会

14:35-14:45 数学

14:45-15:00 理科

15:00-15:15 音楽

15:15-15:25 美術

15:25-15:35 技術・家庭科

15:35-15:50 英語

15:50-16:00 道徳

16:00-16:10 自由研究

 

経験に接地した意味を作り、誤りを修正しながら循

環を回す。この過程そのものが「学び方を学ぶ」こ

とであり、思考の筋肉を鍛える営みである。 

生成 AI のような便利な道具は、探索や整理の補

助にはなるが、答えを受け取るだけでは思考の筋肉

は育ちにくい。学び手が自分の力で登っていくプロ

セスを支えることが、教育の核心になる。 
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子どもが自分の足で登れるように、岩場に梯子をか

けたり、足場を組んだりすること（足場かけ）だけ

である。子どもは自分の筋肉を使い、ときに道に迷

いながら、仮説と修正を繰り返して登る。そのプロ

セスを経て初めて、山頂の景色（生きた知識）に到

達できる。 
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	 各教科の発表に対して、それぞれが疑問を問いか

け、発表内容について理解を深めた。

推進日⑤

実施日：11 月 8 日（土）教育研究会

研究主題：

「学び合う生徒と教師〜自走する生徒の育成を目

指して〜ホンモノ体験×認知科学」

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各教科の発表に対して、それぞれが疑問を問いか
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「学び合う生徒と教師〜自走する生徒の育成を目

指して〜ホンモノ体験×認知科学」 

内容 時間 場所 

受 付 9:00〜9:30 
校門前 

吹き抜け 

全 体 会 

9:30〜9:50（20分） 

校長・校舎主任挨拶、 

本日の案内 

小講堂 

移 動 授業Ⅰの教室へ  

授 業 Ⅰ 10:00〜10:50（50分） 
各教科 

指定場所 

休 憩 （20分）  

授 業 Ⅱ 11:10〜12:00（50分） 
各教科 

指定場所 

昼 食 12:00〜13:00（60分） 
＊大学食堂・

各教科控室 

利用可 

発表協議 13:00〜14:30（90分） 
各教科 

指定場所 

全体講演 
14:50〜16:30（100分） 

講師紹介＋講演 
小講堂 
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全体講演

「非認知能力の視点をデザインした授業の改善

～探究を通した深い学びへの試行錯誤～」

講師：神
じん

　孝
たかゆき

幸　氏

文部科学省 国立教育政策研究所 教育課程

研究センター研究開発部学力調査官（併任）

教育課程調査官

（講演要約）

はじめに

	 私は今、文部科学省の国立教育政策研究所で、研

究開発学力調査官・教育課程調査官として仕事をし

ています。ただ、もともとは長く高校の教員をして

いて、教育委員会で指導主事も務めてきました。理

科教育の学習指導要領や学習評価、全国学力・学習

状況調査などに関わっています。今日は研究者とし

てではなく、現場で授業をしてきた一人の授業者と

して、非認知能力の視点を取り入れた授業改善につ

いて、これまでの試行錯誤をお話しします。子ども

たちの深い学びをどう実現するか、そこが今日の

テーマです。

授業デザインの核：内発的動機づけと非認知能力

	 授業づくりでいちばん大事なのは、最初の部分で

す。ここで子どもたちの内発的なやる気を引き出せ

るかどうかが、その後をすべて決めます。このやる

気こそが、非認知能力の一つです。たとえば、川の

流れで岩石の形がどう変わるかを教える授業では、

水に浮く吸水スポンジを水の中で振って見せます。

すると削れた粉が沈んでいくんですね。子どもたち

は「あれ？」と思います。この「不思議だな」「な

んでだろう」という気持ちが学びのスタートになり

ます。

	 授業は、この「あれ？」から本題に入り、最後に

学んだことを自分の生活や考え方に結び付けること

で、一つの学びのサイクルになります。子どもが

「予想と違う」「どうしてだろう」と感じるズレを捉

えて、それを課題にして解決へ導くと、全員が授業

に乗ってきます。私はこの最初の 5分に本当に命を

かけています。

学習指導要領改訂に向けた議論の現状

	 今、学習指導要領の改訂に向けた議論が進んでい

て、2025 年 9 月 25 日に論点整理が出ました。ただ、

これはまだ途中のまとめであって、決まったことで

はありません。議論では、小・中・高のつながりや

教科同士の関係を整理し、言葉や構造をそろえてい

こうという方向が示されています。「基盤」という

言葉がよく出てきていて、深い学びをどう実現する

かが大きなテーマです。

	 また、「中核的な概念」という考え方で教科内容

を整理しようという話も出ていて、これをこれまで

の「見方・考え方」とどう関係づけるかが検討され

ています。「学びに向かう力、人間性等」の扱いや

評価の仕方も見直され、評価の軸が増える可能性が

あります。さらに、指導要領そのものを表形式にし

たり、デジタル化してクリックすると詳細が見られ

る形にしたりすることも検討されています。学校の

裁量で授業時数を調整できる制度についても議論さ

れています。こうした議論の過程は公開されていて、

資料もすべて見られますし、会議もオンラインで視

聴できます。

教育現場の多様性と学力調査の変革

	 今の教室はとても多様です。35 人学級の中に、

家庭であまり日本語を使わない子が 1人くらい、発

達の特性があるかもしれない子が 3人くらい、不登

校またはその傾向のある子が 4〜 5人いる、という

状況が普通にあります。

	 保護者の意識も変わってきています。調査を見る

と、「学校が楽しいなら成績にはあまりこだわらな

い」と考える人が増えていて、子どもと学校の勉強

について話をしない家庭も増えています。こうした

状況では、従来の一斉授業だけでは限界がありま

す。主体的・対話的で深い学び、そして個別最適な

学びと協働的な学びの両方が必要になります。目指

すのは、OECDのラーニングコンパス 2030 が示して

いる子どもたちのウェルビーイングです。

	 全国学力調査も変わりつつあり、今はCBT化、つ

まりコンピュータで受けるテストへ移行していま

す。これによって、子どもの学力を経年で比較し、

小学校から中学校まで一人ひとりの成長の推移を把

握できるようになります。点数だけでなく、成長の

過程を見る評価へ変わっていくということです。

（質疑応答は割愛）

次年度教育研究会

	 次回第73回教育研究会は、2026年 11月 7日（土）

に開催を予定している。

教員によるポスター発表

	 今年度から公開授業以外に、教員によるポスター

発表も実施した。次の資料は、国語科、地理歴史科、

英語科（2）、保健体育科によるポスターである。
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参会者アンケート

１．ご所属をお答えください。（回答 114 件）

□	 小学校教員…………………………………  0.9%

□	 中学校教員………………………………… 52.6%

□	 高校教員…………………………………… 15.8%

□	 大学等教員…………………………………  5.3%

□	 教育委員会…………………………………  3.5%

□	 大学院生……………………………………  8.8%

□	 大学生……………………………………… 17.5%

□	 専門学校教員………………………………  0.9%

□	 塾の講師……………………………………  0.9%

２．よろしければお名前をお書きください。

３．教員の方は在職年数をお答えください。

（回答 86 件）

□	 1 年未満………………………………………  1.2%

□	 1 〜 4 年……………………………………… 12.8%

□	 5 〜 9 年……………………………………… 19.8%

□	 10 〜 19 年…………………………………… 41.9%

□	 20 〜 29 年…………………………………… 16.3%

□	 30 年以上… …………………………………  8.1%

４．よろしければ、ご勤務されている学校、在学さ

れている学校、勤務先等のご所属をお書きくだ

さい。

５．本校の研究会を何でお知りになりましたか？

　　（複数回答可）（回答 113 件）

□	 本校からの案内状………………………… 19.5%

□	 本校のHP…………………………………… 44.2%

□	 職場の同僚や知人から…………………… 21.2%

□	 本校の教員より直接……………………… 12.4%

□	 大学からの案内・紹介……………………  5.4%

□	 ゼミ・大学の授業の一環…………………  2.7%

□	 大学・大学院の先生から…………………  4.4%

□	 大学教職課程のプログラム………………  0.9%

６．参加された理由をお答えください。（複数回答可）

(回答 115 件)

□	 研究会のテーマに関心があった………… 47.0%

□	 教科など発表内容に関心があった……… 74.8%

□	 全体講演の講師・内容に関心があった… 26.1%

□	 職場の同僚や知人の勧め………………… 16.5%

□	 その他………………………………………  8.1%

７．本校の研究会への参加経験についてお答えくだ

さい。（回答 114 件）

□	 初めて参加した…………………………… 59.6%

□	 以前に 1〜 2度参加した………………… 28.1%

□	 以前に 3度以上、参加したことがある… 12.3%

８．参加されたプログラムを全て丸で囲んでくださ

い。（回答 115 件）

中学

国語 8.7%　社会 17.4%　理科 27.8%　音楽 4.3%

美術 12.2%　技術・家庭科 0.9%

英語 14.8%　道徳 13%　自由研究 13%

高校

国語 7%　地歴公民 18.3%　数学 16.5%

理科 24.3%　音楽 6.1%　英語 12.2%

協議

国語 5.2%　社会・地歴公民 16.5%　理科 20%

数学 10.4%　音楽 3.5%

美術 12.2%　技術・家庭科 0.9%　英語 9.6%

道徳 2.6%　自由研究 0.9%

全体講演 61.7%

９．授業・協議について、満足度をお答えください。

（回答 113 件）

□	 とても満足………………………………… 79.6%

□	 やや満足…………………………………… 17.7%

□	 やや不満……………………………………  2.7%

□	 とても不満…………………………………  0.0%

10．よろしければ、理由をお答えください。

11．授業・協議は、自校での実践に役立つ内容であ

　　ったか、お答えください。（回答 108 件）

□	 とても役立つ内容であった……………… 68.5%

□	 どちらかというと役立つ内容であった… 27.8%

□	 あまり役立つ内容でなかった……………  2.8%

□	 まったく役立つ内容でなかった…………  0.9%

12．よろしければ、理由をお答えください。

13．以前に参加された経験のある方のみ、お答えく

ださい。以前の本校研究会の内容が、自校での

実践に役立っているか、お答えください。

（回答 44 件）

□	 とても役立っている……………………… 61.4%

□	 どちらかというと役立っている………… 31.8%

□	 あまり役立っていない……………………  4.5%

□	 まったく役立っていない…………………  2.3%

14．よろしければ、理由をお答えください。
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15．全体講演について、満足度をお答えください。

（回答 90 件）

□	 とても満足………………………………… 72.2%

□	 やや満足…………………………………… 26.7%

□	 やや不満……………………………………  1.1%

□	 とても不満…………………………………  0.0%

16．よろしければ、理由をお答えください。

17．今回の教育研究会について、ご意見・ご感想な

どがございましたら、お書きください。

＜アンケート分析レポート＞

1．参加者の属性（Q1 ～ Q4）

所属：中学校教員と高校教員が最も多く、次い

で大学院生・学生、教育委員会関係者が見られる。

経験年数：若手（1 ～ 4 年）からベテラン（20

年以上）まで幅広く参加しているが、特に 10 年

～ 19 年の中堅層や、教職大学院生などの「学び

直し」層が目立つ。

地域：大阪府内だけでなく、愛媛県、京都府、

兵庫県、新潟県、富山県など、全国各地（遠方）

からの参加が多く、本研究会の注目度の高さが

うかがえる。

2．満足度と評価（Q9、Q15)

授業・協議（Q9):圧倒的多数が「とても満足」ま

たは「やや満足」と回答している。

全体講演（Q15):こちらも同様に「とても満足」

の比率が非常に高い。

役立ち度（Q11):自校での実践に「とても役立つ」

「どちらかというと役立つ」という回答が大半を

占めている。

3．記述回答から見る主要テーマ・キーワード

	 参加者のコメントから、次の 4つの大きなトピッ

クが浮かび上がった。

	 ①　「生徒主体」「自由進度学習」への衝撃と関心

　多くのアンケートで最も頻出しているトピック

である。

	 生徒の姿：

「生徒が自分たちで授業を進めている」「教員が教

え込むのではなく、生徒が学び取っている」「生

徒のファシリテーション能力が高い」という点に

感銘を受けている。

	 自由進度学習：

多くの参加者がこのキーワードに触れている。「実

際に運用されている場面を見られてよかった」「シ

ステムや評価方法が参考になった」という意見が

多い一方、「公立校で同じことをするのは難しい

が、エッセンスを取り入れたい」という現実的な

悩みとの葛藤も見られる。

	 ②　「探究」「非認知能力」の育成

　教科の知識だけでなく、実験やグループワーク

を通じて「非認知能力（やり抜く力、協調性な

ど）」が育まれている様子への評価が高い。特に

理科（サイエンスリーダー制度）や数学、社会科

（地歴公民）での実践に対する具体的な言及が多

く見られる。

	 ③　授業技術・デザインへの学び

	 導入の工夫：

「授業の最初の 5 分（導入）の大切さ」に関する

記述が散見される。

	 ICT活用：

Padletなどのツール活用や、生徒自身によるICT

利用が自然に行われている点への評価。

	 高大接続・校種間連携：

中高一貫あるいは大学との連携（SSHなど）を生

かしたカリキュラムへの関心。

	 ④　「モデル校」と「自校」のギャップ

　「附属天王寺だからできる（生徒のレベルが高

いからできる）」という感想を持ちつつも、「どう

すれば自分の学校（公立校や教育困難校など）に

落とし込めるか」を前向きに考えようとする姿勢

が多く見られる。「そのまま真似はできないが、

マインドや単元の導入部分は持ち帰れる」という

現実的な落とし所を見つけている参加者が多い。

4．具体的なコメントの抜粋（傾向別）

授業について：

「教師が主導しない授業、まさに自走の授業を参

観できた」

「サイエンスリーダー制や、生徒が教え合う姿が

印象的」

「自由進度学習のカリキュラムマネジメントや評

価について深く知れた」

「映像表現の授業など、新しい切り口があった」

講演・協議について：

「次期学習指導要領に向けた話が聞けてよかった」

「非認知能力と認知能力の両輪を育む視点が参考

になった」

「他校の先生方との協議で、悩みや工夫を共有で

きて元気が出た」
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全体的な感想：

「刺激的な一日だった」

「明日からの授業へのモチベーションが上がった」

「生徒の挨拶や対応が素晴らしかった」

5．総評

	 本研究会は、単なる教科指導法の伝達にとどまら

ず、「学習者主体の学び（Agency）」への転換を参加

者に強く促す機会となったようである。特に「自由

進度学習」や「生徒による授業運営」といった先進

的な取り組みに対し、参加者は驚きつつも、その背

後にある教師の緻密な準備や覚悟、理論的裏付けを

感じ取り、高い満足度につながっている。

	 参加者は「良いものを見た」で終わらせず、「自

分の現場でどうアレンジするか」という課題意識を

持って帰路についており、非常に質の高い研修会で

あったことがデータから読み取れる。

推進日⑥

実施日：12 月 9 日（火）　場所：教科ごと

	 今年度は小中高連携を踏まえ、「ホンモノ体験実

践」を行った。目的として校種間の情報交換、研究

テーマを通して連携を深めることをねらいに中学の

教科主任が実践を行い、交流を図った。

推進日⑦

実施日：2月 25 日（水）　場所：附属天王寺小学校

内容：授業参観・討議会・交流会

推進日⑧

実施日：3月 19 日（木）（予定）

内容：年度総括と次年度に向けて
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保健体育 ニュースポーツ体験 
体育館メイ
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技術・家庭科 
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進度学習」や「生徒による授業運営」といった先進

的な取り組みに対し、参加者は驚きつつも、その背

後にある教師の緻密な準備や覚悟、理論的裏付けを

感じ取り、高い満足度につながっている。 

参加者は「良いものを見た」で終わらせず、「自

分の現場でどうアレンジするか」という課題意識を

持って帰路についており、非常に質の高い研修会で

あったことがデータから読み取れる。 

 

 

 推進日⑥  

実施日：12月 9日（火） 場所：教科ごと 

 

今年度は小中高連携を踏まえ、「ホンモノ体験実

践」を行った。目的として校種間の情報交換、研究

テーマを通して連携を深めることをねらいに中学

の教科主任が実践を行い、交流を図った。 

教科 体験 場所 

英語 英語アラカルト 会議室 

国語 映画 特別室 

社会 
お金の力 

チョイスデジタル 
視聴覚室 

理科 望遠鏡を使ってみよう 屋上 

保健体育 ニュースポーツ体験 
体育館メイ

ンアリーナ 

音楽 美術 

技術・家庭科 
縄文土器の形成 美術室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 推進日⑦  

実施日：2月 25日（水） 場所：附属天王寺小学校 

（予定） 

内容：授業参観・討議会・交流会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 推進⑧  

実施日：3月 19日（木）（予定） 

 

内容：年度総括と次年度に向けて 

 

 


